

































































































START SBL(Subject-Based Learning) 
























































































































































































以上のようなコミュニティ・サイトを 2004 年 10 月１日に公開し、インターネット
を活用した情報提供とコミュニティ形成を実現した1。 
  
                                                  
1 「えるぶろぐ」http://lblog.jp 



















用した。アクセスの評価期間は、2004年 10月から 2005年 8月の間である。 
 図７は、2004 年 10 月から 2005 年 8 月までの、アクセス数の推移である。公開後
4000～6000PageView/月で推移していたアクセス数は、徐々にアクセス数を伸ばし、
















1500,000/月の発行部数は、27 誌中ランキング 7 位に位置する。雑誌の発行部数と、






























































































 ② 施策の実施担当者からの意見収集  
これまでの作成資料の整理、メーリング・リストや打ち合わせなどを通じての意見を
集約した。 
③ 事業利用者からの意見収集  
事業の利用者（＝コミュニティ・ユーザ）からの意見収集、評価、認知度、効果の意
見をまとめた。これらの情報は主にコミュニティ・サイトのコメントから収集した。 
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